
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

岡

山

県

職

員

給

与

支

給

規

則

の

一

部

を

改

正

す

〃

る

規

則

担

当

課

（

室

）

○

学

校

医

、

学

校

歯

科

医

及

び

学

校

薬

剤

師

の

公

〃

目

次

務

災

害

補

償

の

審

査

の

請

求

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

【

規

則

】

○

製

菓

衛

生

師

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

生

活

衛

生

課

○

岡

山

県

県

費

負

担

教

職

員

の

給

与

に

関

す

る

規

〃

規

則

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

○

通

勤

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

〃

規

則

【

告

示

】

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

工

業

技

術

セ

ン

タ

ー

○

不

利

益

処

分

に

つ

い

て

の

審

査

請

求

に

関

す

る

〃

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

治

山

課

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

○

職

員

団

体

の

登

録

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

改

正

す

る

規

則

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

岡

山

県

職

員

特

殊

勤

務

手

当

支

給

規

則

の

一

部

〃

○

道

路

の

占

用

を

制

限

す

る

区

域

の

指

定

〃

を

改

正

す

る

規

則

○

住

居

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

〃

【

公

告

】

○

都

市

計

画

の

変

更

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

都

市

計

画

課

規

則

○

〃

〃

○

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

〃

○

〃

〃

改

正

す

る

規

則

○

〃

〃

○

岡

山

県

人

事

委

員

会

聴

聞

及

び

弁

明

の

機

会

の

〃

○

〃

〃

付

与

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

〃

〃

○

職

員

の

自

己

啓

発

等

休

業

に

関

す

る

規

則

の

一

〃

部

を

改

正

す

る

規

則

【

人

事

委

員

会

】

○

勤

務

条

件

に

関

す

る

措

置

の

要

求

に

関

す

る

規

人

事

委

員

会

○

不

利

益

処

分

に

つ

い

て

の

審

査

請

求

に

関

す

る

〃

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

規

則

に

基

づ

く

書

類

の

提

出

様

式

の

廃

止

岡

山

県

公

報

令和４年２月２５日 第１２３７３号



令和４年２月２５日 第１２３７３号

担

当

課

（

室

）

担

当

課

（

室

）

目

次

目

次

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

届

出

事

項

の

異

動

〃

【

正

誤

】

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

の

正

誤

防

災

砂

防

課



◎
岡
山
県
規
則
第
十
号

製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
縦
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
縦
四
・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
四
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
に
係
る

定
期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
非
自
動
は
か
り
（
計
量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百

二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

、
分
銅
及
び
お
も
り
（
以
下
「
非

。
）

自
動
は
か
り
等
」
と
い
う

）
と
す
る
。

。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

津

山

市

岡
山
県
計
量
管
理
セ
ン
タ
ー
（
岡
山

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三

井

原

市

市
北
区
芳
賀
五
三
〇
一

た
だ
し

月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て

）（

、

総

社

市

特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成

別
途
指
定
す
る
日

備

前

市

五
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第

赤

磐

市

三
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場

美

作

市

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
特
定
計
量
器

和

気

町

の
所
在
の
場
所
）

勝

央

町

奈

義

町

西
粟
倉
村

久
米
南
町

美

咲

町

備
考

ひ
ょ
う
量
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
非
自
動
は
か
り
等
の
定
期
検
査
に
つ
い
て
は
、
指
定

定
期
検
査
機
関
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会
が
実
施
す
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
笹
山
一
二
六
九
の
七
、
一
二
七
〇
の
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
六
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
条
の
規
定

。

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

瀬
戸
内
市

二

事
業
の
種
類

瀬
戸
内
市
役
所
公
用
車
等
駐
車
場
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
字
堂
免
東
堂
免
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

瀬
戸
内
市
役
所
公
用
車
等
駐
車
場
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う

）
は
、
法
第
三

。

条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
庁
舎
、
工
場
、
研
究
所
、
試
験

所
そ
の
他
直
接
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
該
当
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業

で
あ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
瀬
戸
内
市
は
、
本
件
事
業
を
第
三
次
瀬
戸
内
市
総
合
計
画
、
瀬
戸

内
市
新
市
建
設
計
画
等
に
位
置
付
け
て
お
り
、
本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
財
源
措
置
を

講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
瀬
戸
内
市
役
所
本
庁
舎
で
管
理
す

（１）
る
公
用
車
等
八
十
九
台
分
の
駐
車
場
を
新
た
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
庁
者
の
動
線
と
公

用
車
駐
車
場
が
分
離
さ
れ
る
と
と
も
に
、
福
祉
部
等
の
移
転
に
伴
う
来
庁
者
の
増
加
に
対
応
で

き
、
利
便
性
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
庁
舎
周
辺
に
公
用
車
を
配
備
で
き
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
な

行
政
対
応
が
可
能
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、
安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
に
つ
な
が

る
。ま

た
、
本
件
事
業
の
計
画
に
お
い
て
は
、
①
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
え
る
近
隣
の
地
で
あ

、

、

、

る
こ
と

②
周
辺
住
民
や
交
通
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と

③
必
要
な
広
さ
を
取
得
で
き

将
来
の
本
庁
舎
又
は
そ
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
可
能
な
土
地
で
あ
る
こ
と
、
④
起
債
計
画
の
期

限
で
あ
る
令
和
七
年
三
月
ま
で
に
事
業
が
完
了
で
き
る
こ
と
、
⑤
経
済
性
に
お
い
て
合
理
的
で

あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
複
数
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
適
と
な
る
案
を

採
用
し
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は

本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法

平

、

（

（２）
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
事
業
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
保
護

の
た
め
特
別
の
処
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
本
件
事
業
地
内
の
土
地

に
お
け
る
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
に
つ
い
て
は
、
露
天
駐
車
場
と
し
て
の
使
用
に
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
述
べ
た
得
ら
れ
る
利
益
と

で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本

（３）

（１）

（２）

件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
瀬
戸
内
市
役
所
本
庁
舎
へ
の
利
用
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
で
あ

り
、
市
民
及
び
関
係
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

瀬
戸
内
市
総
務
部
契
約
管
財
課

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

三
一
三
号

三

道
路
の
区
域

区

域

新
旧

幅

員

延

長

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

高
梁
市
川
上
町
地
頭
字
浅
倉
一
六
二
五
番
一
地

先
か
ら

新

八
・
一
～

四
六
六
・
五

高
梁
市
川
上
町
地
頭
字
カ
ナ
山

一
七
〇
七
番

二
四
・
九

一
地
先
ま
で

高
梁
市
川
上
町
地
頭
字
浅
倉
一
六
二
五
番
一
地

先
か
ら

旧

六
・
四
～

四
七
三
・
六

高
梁
市
川
上
町
地
頭
字
カ
ナ
山

一
七
〇
七
番

一
九
・
四

一
地
先
ま
で

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

路

線

名

区

間

供

用

開

始

種

類

年

月

日

一
般
国

三
一
三
号

高
梁
市
川
上
町
地
頭
字
浅
倉
一
六
二
五
番
一
地
先
か

令
和
四
年
二

道

ら

月
二
十
五
日

高
梁
市
川
上
町
地
頭
字
カ
ナ
山

一
七
〇
七
番
一
地

先
ま
で

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
占
用

を
制
限
す
る
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
す
る
道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
占
用
を
制
限
す
る
区
域

道
路
の
種
類

路
線
名

占
用
を
制
限
す
る
区
域

一
般
国
道

三
一
三
号

高
梁
市
川
上
町
地
頭
字
浅
倉
一
六
二
五
番
一
地
先
か
ら

高
梁
市
川
上
町
地
頭
字
カ
ナ
山

一
七
〇
七
番
一
地
先
ま
で

二

占
用
の
制
限
の
対
象
と
す
る
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
四
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設

に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該

道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

三

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め

四

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



〔
七
七
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岡
山
市
か
ら
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
の
都
市
計

画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 
 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路 

二 

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
二
月
十
八
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課 

 
 

な
お
、
原
本
は
、
岡
山
市
都
市
整
備
局
都
市
・
交
通
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



〔
七
八
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岡
山
市
か
ら
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
公
園
に
つ
い
て
の
都
市
計

画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 
 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
公
園 

二 

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
二
月
十
八
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課 

 
 

な
お
、
原
本
は
、
岡
山
市
都
市
整
備
局
都
市
・
交
通
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



〔
七
九
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岡
山
市
か
ら
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
駐
車
場
に
つ
い
て
の
都
市

計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 
 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
駐
車
場 

二 

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
二
月
十
八
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課 

 
 

な
お
、
原
本
は
、
岡
山
市
都
市
整
備
局
都
市
・
交
通
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



〔
八
〇
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岡
山
市
か
ら
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
に
つ
い
て
の

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 
 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場 

二 

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
二
月
十
八
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課 

 
 

な
お
、
原
本
は
、
岡
山
市
都
市
整
備
局
都
市
・
交
通
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



〔
八
一
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
倉
敷
市
か
ら
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
の
都
市
計

画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 
 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路 

二 

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
二
月
十
八
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課 

 
 

な
お
、
原
本
は
、
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



〔
八
二
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
早
島
町
か
ら
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
の
都
市
計

画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 
 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路 

二 

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
二
月
十
八
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課 

 
 

な
お
、
原
本
は
、
早
島
町
建
設
農
林
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
記
載
し
、
措
置
の
要
求
を
し
よ
う
と
す
る
職
員
が
記
名
押
印
し
て
」
を
「
記
載

し
て
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

岡
山
県
職
員
給
与
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

岡
山
県
職
員
給
与
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
職
員
給
与
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加
え

「

様
式
第
一

、

、
（

号

」
を
削
る
。

）第
十
四
条
第
十
項
中
「
基
づ
い
て

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加

、

え

「

様
式
第
二
号

」
を
削
る
。

、
（

）

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
職
員
給
与
支
給
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分

の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
請
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
請
求
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
請
求
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

二
十
七
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

、

」

「

」

第
二
条
第
二
項
中

記
載
し

審
査
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
者
が
記
名
押
印
し
て

を

記
載
し
て

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加
え

「

別

、

、
（

記
様
式

」
を
削
る
。

）

別
記
様
式
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に

よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
の
」
を
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の

間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
項
中
「
氏
名
を
」
の
下
に
「
書
面
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り

「
記
載
し
、
審
査
請
求
人
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を

、

「
記
載
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
つ
ど
」
を
「
都
度
」
に
改
め

「
速
や
か
に
」
の

、

下
に
「
書
面
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
の
申
請
」
を
「
か
ら
の
書
面
に
よ
る
申
請
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
氏
名

を
」
の
下
に
「
書
面
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
五
項
中
「
申
し
出
る
」
を
「
書
面
に
よ
り
申
し
出
る
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
申
出

を
」
の
下
に
「
書
面
に
よ
り
」
を
加
え
、
同
条
第
九
項
、
第
十
一
項
及
び
第
十
三
項
中
「
の
各
号
」
を

削
り
、
同
条
第
十
四
項
中
「
つ
ど
」
を
「
都
度
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
四
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り

「
記
載
し
、
再
審
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
者
が
記
名
押

、

印
し
て
」
を
「
記
載
し
て
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

職
員
団
体
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
団
体
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
団
体
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中

に
は

の
下
に

人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る

を
加
え

別

「

、
」

「

」

、「
（

記
様
式
第
一
号

」
を
削
り

「
行
な
わ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

）

、

「

」

、「

」

「

」

、

中

の
各
号

を
削
り

掲
げ
る

の
下
に

人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る

を
加
え

同
項
第
一
号
中
「

別
記
様
式
第
二
号

」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「

別
記
様
式
第
三
号

」
を
削

（

）

（

）

り
、
同
項
第
三
号
中
「

別
記
様
式
第
四
号

」
を
削
る
。

（

）

第
四
条
第
一
項
中
「
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加
え

「

別

、

、
（

記
様
式
第
五
号

「

別
記
様
式
第
六
号

」
及
び
「

別
記
様
式
第
七
号

」
を
削
り

「
行
な
わ
な

）
」
、
（

）

（

）

、

け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
に
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加
え

「

別
記
様

、

、
（

式
第
八
号

」
を
削
り

「
行
な
わ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

）

、

別
記
様
式
第
一
号
か
ら
別
記
様
式
第
八
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
団
体
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙

は
、
当
分
の
間
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
本
文
中
「
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加

、

え

「

別
記
様
式

」
を
削
る
。

、
（

）

別
記
様
式
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙

は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
の
」
を
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の

間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加
え

「

様

、

、
（

式
第
一
号

」
を
削
る
。

）
「

」

「

」

。

第
三
条
中

様
式
第
一
号
の
二
の
と
お
り
と
す
る

を

人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る

に
改
め
る

第
五
条
第
二
項
中
「
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加
え

「

様

、

、
（

式
第
二
号

」
を
削
る
。

）

第
九
条
第
一
項
中
「
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加
え

「

様

、

、
（

式
第
二
号
の
二

」
を
削
る
。

）

第
十
一
条
第
一
項
中

は

の
下
に

人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る

を
加
え

様

「

、
」

「

」

、「
（

式
第
三
号

」
を
削
る
。

）

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙

は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号

岡
山
県
人
事
委
員
会
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

岡
山
県
人
事
委
員
会
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
人
事
委
員
会
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
（
平
成
八
年
岡
山
県
人
事
委
員

会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
「
記
載
し
、
主
宰
者
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
載
し
な
け
れ
ば
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加
え

「

様

、

、
（

式
第
一
号

」
を
削
る
。

）

第
九
条
第
一
項
中
「
は

」
の
下
に
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加
え

「

様

、

、
（

式
第
二
号

」
を
削
る
。

）

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用

紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
二
号

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く
書
類
の
提
出
様
式
（
昭
和
五
十
一
年

岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
公
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
公
示
に
よ
る
廃
止
前
の
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く
書
類

の
提
出
様
式
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
号 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

委 
 

員 
 

長 
 

 

大 
 

 

林 
 

 

裕 
 

 

一 
 

 
 

 

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
） 

 
 

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体 

 
 

 

政
治
団
体
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

会
計
責
任
者
の
氏
名 

 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

届
出
年
月
日 

 
       

あ
さ
か
わ
昭
彦
後
援
会 

奥
道
み
つ
ひ
と
後
援
会 

岸
野
栄
治
後
援
会 

早
苗
ネ
ネ
後
援
会 

清
潔
で
ま
っ
す
ぐ
な
津
山
を
創
る
会 

政
治
結
社
雄
龍
会
倉
敷
支
部 

美
作
市
の
未
来
を
考
え
る
会 

も
り
や
克
文
後
援
会 

山
田
宏
岡
山
県
後
援
会 

      

浅 

川 
 

 

忠 

奥 

道 

光 

人 

廣󠄅 

畑 
 

 

眞 

赤 

沢 

久 

雄 

藤 

原 

哲 

也 

白 

砂 

龍 

三 
小 
川 

博 

巳 

守 

谷 
美 

里 

小
見
山 

 
 

信 

 

 

浅 

川 

綾 

乃 

奥 

道 

敦 

子 

岸 

野 

憲 

二 

石 

橋 
 

 

進 

近 

藤 

一 

夫 

笠 

原 

康 

平 

春 

名 

充 

明 

守 

谷 

美 

里 

石 

井 

源 

久 

 

浅
口
市
金
光
町
占
見
一
五
三
四
―
一 

備
前
市
西
片
上
一
一
八
二
―
六 

小
田
郡
矢
掛
町
里
山
田
一
七
八
三
―
一 

浅
口
市
金
光
町
占
見
新
田
一
四
九
九 

津
山
市
横
山
三
八
七 

倉
敷
市
酒
津
二
二
五
三
―
六 

美
作
市
奥
一
一
一
七 

備
前
市
伊
部
三
二
〇
―
二 

岡
山
市
北
区
石
関
町
一
―
五 

 

令
和
四 

・ 

一
・ 

四 

〃 
 

 
 

 

一
・
二
〇 

〃 
 

 
 

 

一
・ 

五 

〃 
 

 
 

 

一
・
一
九 

〃 
 

 
 

 

一
・
一
四 

〃 
 

 
 

 

一
・ 

七 

〃 
 

 
 

 

一
・
一
八 

〃 
 

 
 

 

一
・
二
八 

〃 
 

 
 

 

一
・
一
八 

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
自
動
車

草

地

博

会
計
責
任
者
の
氏
名

中

村

勝

美

門

脇

研

一

令
和
三

・
一
二
・

一

整
備
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
薬
剤
師

伊

達

元

英

〃

本

江

誠

千

神

哲

也

令
和
四

・

一
・

一

支
部

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

笑
顔
の
津
山
を
つ
く
る
会

河

村

美

典

会
計
責
任
者
の
氏
名

松

本

望

美

八

木

光

子

令
和
四

・

一
・
二
一

岡
山
県
神
谷
ま
さ
ゆ
き
後
援

伊

達

元

英

〃

本

江

誠

千

神

哲

也

〃

一
・

一

会岡
山
県
自
動
車
整
備
政
治
連

草

地

博

〃

中

村

勝

美

門

脇

研

一

令
和
三

・
一
二
・

一

盟岡
山
県
藤
井
も
と
ゆ
き
薬
剤

伊

達

元

英

〃

本

江

誠

千

神

哲

也

令
和
四

・

一
・

一

師
後
援
会

岡
山
県
本
田
あ
き
こ
後
援
会

伊

達

元

英

〃

本

江

誠

千

神

哲

也

〃

〃

岡
山
県
薬
剤
師
連
盟

伊

達

元

英

〃

本

江

誠

千

神

哲

也

〃

〃

政
治
結
社
大
日
本
眞
政
會

藤

田

眞

吾

政
治
団
体
の
名
称

政
治
結
社
大
日
本
眞
政
會

政
治
結
社
大
日
本
真
政
會

〃

一
・
一
四

髙
井
崇
志
後
援
会

髙

井

崇

志

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
津
島
西
坂
三

八

二
三

岡
山
市
北
区
野
田
二

七

一
二

一
〇
一

〃

一
・
一
〇

―

―

―

―

―

土
田
正
雄
後
援
会

土

田

正

雄

会
計
責
任
者
の
氏
名

三

好

啓

介

三

好

節

雄

〃

一
・
二
〇

津
村
啓
介
後
援
会

津

村

啓

介

〃

津

村

啓

介

田

中

栄

一

〃

一
・

一

萩
原
誠
司
後
援
会

森

本

正

章

〃

坂

田

謙

治

井

上

善

憲

〃

一
・
一
九

村
木
理
英
後
援
会

秋

山

満

志

〃

佐

伯

俊

治

安

田

耕

之

令
和
三

・

九
・

一

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
号 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

委 
 

員 
 

長 
 

 

大 
 

 

林 
 

 

裕 
 

 

一 
 

 
 

 

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
） 

 
 

政
治
団
体
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

解
散
年
月
日 

 

柿
本
健
治
後
援
会 

角
口
し
ゅ
ん
い
ち
と
次
の
時
代
の
瀬
戸
内
を
つ
く
る
会 

小
柴
健
男
後
援
会 

税
理
士
に
よ
る
片
山
虎
之
助
後
援
会 

玉
野
、
再
始
動
の
会 

Ｔ
Ｋ
Ｃ
片
山
虎
之
助
政
経
研
究
会 

萬
代
師
一
後
援
会 

森
俊
之
後
援
会 

         
小 

椋 

善 

弘 

角 

口 

隼 

一 

難 

波 

英 

夫 

国 

富 

橿 

雄 

山 

田 
 

 

泰 

森 

末 

英 

男 

萬 

代 

師 

一 

柴 

田 

達 

夫 

  
 

 
 

 

令
和
三 

・
一
二
・
三
一 

〃 
 

 
 

一
二
・
三
〇 

〃 
 

 
 

一
〇
・
三
一 

〃 
 

 
 

一
二
・
二
〇 

令
和
四 

・ 

一
・ 

七 

令
和
三 

・
一
二
・
二
〇 

〃 
 

 
 

一
二
・
一
二 

〃 
 

 
 

一
二
・
三
〇 

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
号 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

委 
 

員 
 

長 
 

 

大 
 

 

林 
 

 

裕 
 

 

一 
 

 
 

 
 

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た 

 

公
職
の
種
類 

 
 

 
 

 

資
金
管
理
団
体
の
名
称 

 
 

 
 
 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

指
定
年
月
日 

 
 

者
（
代
表
者
）
の
氏
名 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

奥 

道 

光 

人 

      

備
前
市
議
会
議
員 

 

奥
道
み
つ
ひ
と
後
援
会 

 

備
前
市
西
片
上
一
一
八
二
―
六 

 令
和
四 

・ 

一
・
二
〇

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
一
号 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

委 
 

員 
 

長 
 

 

大 
 

 

林 
 

 

裕 
 

 

一 
 

 
 

 
 

資
金
管
理
団
体
の
届 

 

資
金
管
理
団
体
の
名
称 

 

異
動
事
項 

 
 

 
 
 

 
 

 

新 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

旧 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

異
動
年
月
日 

 
 

出
を
し
た
者
の
氏
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

髙 

井 

崇 

志 

 

髙
井
崇
志
後
援
会 

 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 

岡
山
市
北
区
津
島
西
坂
三
―
八
―
二
三 

 

岡
山
市
北
区
野
田
二
―
七
―
一
二
―
一
〇
一 

 令
和
四 

・ 

一
・
一
〇 

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号



〔
三
〕
平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
付
け
公
布
岡
山
県
告
示
第
百
一
号
（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
）

に
誤
り
が
あ
っ
た
。

行

誤

正

三

加
賀
郡
吉
備
中
央
町

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
及
び
総
社
市

行
・
項
目

誤

正

終
わ
り
か
ら
七

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
岨
谷

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
岨
谷
／
総
社
市

・
次
の
図
の
所

槇
谷

在
地

令和４年２月２５日　岡山県公報　第１２３７３号


